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﹇﹇ 
指
標
で
達
成
状
況
を
確
認

指
標
で
達
成
状
況
を
確
認

﹈
 
﹈

　

総
合
計
画
に
は
「
め
ざ
そ
う
値
」
と
い

う
成
果
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
数
値
は
、
計
画
全
体
で
１
４
９
項
目
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
誰
に
で
も
目
標
の
達

成
状
況
が
分
か
る
よ
う
に
、
客
観
的
な
数

値
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
具
体
的
な
目
標
や
取
り
組
み

が
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
は
、
市
が
目
標
を
達
成
で
き
た
か
ど
う

か
、
確
認
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
目
標
の
達
成
状
況
を
見
な
が

ら
、
１
年
間
の
取
り
組
み
の
成
果
と
未
達

成
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
達
成
状
況
は
、
国
勢
調
査
な
ど
数

年
ご
と
に
測
定
す
る
６
項
目
を
除
く
、
１

４
３
項
目
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

【
目
標
の
達
成
状
況
】

▽
達
成
で
き
た
も
の
＝　

項
目

５３

▽
下
回
っ
た
も
の
＝　

項
目

９０

【
平
成　

年
度
の
基
準
値
と
の
比
較
】

１７

▽
向
上
し
た
も
の
＝
１
０
３
項
目

▽
変
わ
ら
な
い
も
の
＝
５
項
目

▽
低
下
し
た
も
の
＝　

項
目

３５

﹇﹇ 
加
速
度
的
な
変
化
に
対
応

加
速
度
的
な
変
化
に
対
応  

﹈﹈

　

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
健
康
や
食

の
安
全
、
経
済
状
況
な
ど
厳
し
い
環
境
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進

行
、
人
口
減
少
に
伴
う
周
辺
地
域
で
の
過

疎
化
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
醸
成
な

ど
、
３
年
前
の
前
期
計
画
策
定
時
に
比
べ

て
、
加
速
度
的
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
結

果
や
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
成
果
指
標

「
め
ざ
そ
う
値
」
に
は
、
必
ず
し
も
目
標
ど

お
り
進
ん
で
い
な
い
項
目
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
、
市
の
将
来
像
「
人
・
地
域
・
自
然
が

調
和
し
た
交
流
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、

後
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

﹇﹇ 
市
の
推
計
人
口
が
大
幅
減

市
の
推
計
人
口
が
大
幅
減  

﹈﹈　

　

現
計
画
で
は
、
目
標
年
度
で
あ
る
平
成

　

年
度
の
目
標
人
口
を
５
５
０
０
０
人
と

２７し
て
い
ま
す
。　

目
標
人
口
は
、
計
画
の

期
間
中
、
変
更
し
な
い
こ
と
が
一
般
的
で

す
。
し
か
し
、
昨
年
度
に
行
っ
た
人
口
推

計
の
結
果
は
、
計
画
策
定
時
の
推
計
と
大

き
な
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
計
画
の
目
標
人
口
は
、
推
計
値
５
２

０
０
１
人
に
施
策
効
果
２
９
９
９
人
を
加

え
て
５
５
０
０
０
人
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
し
い
人
口
推
計
で
は
、
平

成　

年
の
人
口
が
５
１
１
０
０
人
と
９
０

２７
１
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
「
目
標
人
口
５
５

０
０
０
人
」
の
下
方
修
正
を
検
討
す
る
必

要
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

後
期
計
画
の
策
定
に
着
手

　

市
で
は
、
総
合
計
画
後
期
計
画
の
策
定
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
、
５
年
間
の
ま

２３

２７

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
５
月　

日
に
、
第
１
回
総
合
計
画
審
議
会
で
市
長
か
ら
有
本
信
昭
会
長
に
、
同

１９

計
画
策
定
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月　

日
に
は
、　

地
域
の
地
域
協
議
会
に
対
し
て
、「
安
心
し

２８

１３

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」「
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
後
期
地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
策
定
が
始
ま
っ
た
総
合
計
画
後
期
計
画
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
内
線
３
３
０
）

▲第１回総合計画審議会のようす

市市
のの
未未
来来
がが
描描
かか
れれ
まま
すす

市市
のの
未未
来
が
描

来
が
描
かか
れれ
まま
すす

総
合
計
画

11　2009.7.1

﹇﹇ 
地
域
協
議
会
を
中
心
に
検
討

地
域
協
議
会
を
中
心
に
検
討

﹈
 
﹈

　

地
域
計
画
は
、
総
合
計
画
の
策
定
と
共

に
、
地
域
ご
と
の
課
題
の
解
決
や
、
将
来

に
対
す
る
希
望
や
夢
の
実
現
の
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
、
継
続
し
て
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
計

画
で
す
。

　
　

地
域
の
地
域
協
議
会
を
中
心
に
検
討

１３
し
て
い
た
だ
き
、
来
年
３
月
ま
で
に
、
答

申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。　

　

今
後
、
各
地
域
で
は
計
画
策
定
の
た
め

の
話
し
合
い
な
ど
が
持
た
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
ご
意
見
が
、
地
域
を
活
性

化
へ
と
導
き
ま
す
。

﹇﹇ 
市
民
と
協
働
で
素
案
作
り

市
民
と
協
働
で
素
案
作
り  

﹈﹈

　

後
期
計
画
は
、
策
定
の
段
階
か
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
行
き

ま
す
。
具
体
的
な
策
定
作
業
は
、
総
合
計

画
審
議
会
と
そ
の
下
部
組
織
の
総
合
計
画

策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
行
い
ま
す
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
市
民
な
ど
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
総
合
計
画
審
議
会
委
員　
３０

人
と
公
募
に
よ
る
委
員　

人
、
市
職
員　

２２

２５

人
の
合
計　

人
か
ら
な
る
組
織
で
す
。

７７

　

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
、
左
の
欄
で
紹

介
し
て
い
る
よ
う
に
、
５
つ
の
部
会
を
設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
計
画

の
素
案
を
作
り
ま
す
。

　

市
民
委
員
と
職
員
が
協
働
で
来
年
６
月

の
答
申
に
向
け
て
作
業
を
進
め
ま
す
。

  
　　　康福祉・生活環境部会　
　　　（長嶋まち子 部会長）

　子育てや健康づくり、高齢者や障がい者

の福祉、医療など健康福祉の分野と、自然

環境の保全や都市環境づくり、環境衛生や

防災など生活環境の分野ついて計画の素

案を作ります。

　　　市交流基盤・産業振興部会
　　　（鎌田満 部会長）

　土地利用や公共交通、道路や情報通信基

盤など都市交流基盤の分野と、商業、工

業、農業、林業、観光や雇用など産業振興

の分野について計画の素案を作ります。

　　　育文化・市民参画部会
　　　（牧野倫太郎 部会長）

　学校教育や生涯学習、文化・芸術や文化

財、スポーツなど教育文化の分野と、協働

のまちづくりや男女共同参画、国際・都市・

地域間交流や地域コミュニティ活動、行財

政基盤の確立など市民参画の分野につい

て計画の素案を作ります。

　　　口減少対策プロジェクト検討部会
　　　（橋本典明 部会長）

　人口減少と少子高齢化による地域活力

の低下や、集落機能の維持など人口減少に

ついて、対策を検討します。

　　　期財政計画プロジェクト検討部会
　　　（市川美彦 部会長）

　合併後の財政の特例措置が、後期基本計

画期間中に終了時期を迎えるため、それに

対応するための持続可能な財政フレーム

について財政計画を検討します。

※各部会では、市民の皆さんからパブリッ

クコメントや地域懇談会での意見を取り

入れることを予定しています。

　　

５つのワーキング部会

市の未来を導く羅針盤

【基本構想】
まちづくりの理念や将来像と、それを実現するための目標
を示すもので、基本計画や実施計画の基礎となるものです。

【計画の期間と構成】
平成１８年３月に策定され、平成２７年度までの１０年間の基
本構想と５年ごとに見直しする基本計画、毎年見直しをす
る実施計画で構成されています。

【基本計画】
基本構想を実現するために、具体的な施策展開の方向と達成
すべき施策目標（指標）を定めたものです。前期計画（展開計
画）と後期計画（展望計画）の２部で構成されています。

【実施計画】
基本計画の施策について、3年間で実施する事業内容を定め
ています。

地
域
計
画

健

都

人

教

長


